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1 .環境に優しい

綿 を燃やす事で多少の 二 酬 演素は放出されるが､ 元々 その木が吸収し固定して い た物を放出する為
､ 化石燃料の

様に 畑 中の 二酸化炭素を増やす訳では ない( カ ー ボ ン ニ ュ ー

トラル) o 燃料として木の消 射 場 え､ 間伐や森 梢

億が促進される事により､ 森が蘇り二 削 減 素吸収力が増加すると共に ､ 化石燃料の消 斬 首減少する
,
ダブル での

温暖化防止に責軌 加えて ､ 切捨て間伐により置き去りにされた林地残材の活用にも繋がり､ メ タ ンガス の抑制に

も繋がり､ 植生や生態系の 回復に も寄与できる ｡

摘 スト - プほ娩却炉で はない
o 天然の 木質バイ オマス を燃料とする限り､ 舛 オキシ ン等有害ガス の発生は限りな

くゼ ロ に近い 数値である事は , 既に様々 な研究機開で実証されて い る○ 木に限ら溌 クル ミや落花生 の 穀,
コ

ー

ト

カス など､ 今造ゴ ミとして廃棄して い た物も燃やせ ゴミの軽減にも繋が る｡

2 . 体 に優 しい

妄薪を燃やす事で発する遠赤外線に は, 耕作用がなくク 1) -

ン で 安全な エ ネ ル ギ ー で l
o

i rlb 石燃料を燃や した時の様な､ 独特の嫌な臭い も有りませ ん｡ また､ 部屋の空気を使っ て燃焼し､ 使 っ た空気
は 断 ゝさだけを残し煙として煙突から排気ざれ る為､ 掛 ゝながら適度に部屋の換 知 弔 われ る o 更に

､
ス ト プを

使わない シ ー ズ ン で あ っ ても
､ 煙突の ダン パ ー

を開ければ
､ 空気の比重差ない し風に因る気圧差で､ 室内の空気か

排出されるo 換気機能は年中有効である.

L
i

'

空気 の対流や換気横 臥 遠赤外線の効果により
､ 括産を防止し艶気やカビの発生 を抑え､ 風 加 増 憎 に くくな っ た

りア レルギ ー

を抑制する効果も期待出来ま 1 o 慨 存 ユ ー ザ ー 体験談)

3 . す ぐ喋まる

摘 を燃やす事により発する遠赤外線 憎磁波) は ､ 鉄 に吸収ざ 欄 射熱(放射熱) とな っ て ､ 人 の体や部屋の壁 ･ 床

天井などに直捷当り 断 る為､ 室温がそれ程高くなくて も噴かさを感じるo 同時に瞬められ た空 知 主上昇し､ そ こ
に流れ込んだ冷た い空 知 咽 められて また上昇すると云う空気の流れ(対流) が発生 し室内に 掛 噴 気が行き渡る.
輪射熟は内部を喫めると云う性質上 ､ ス ト ブ本体や煙突の 臥 床や壁や天井全体に蓄熱する事により､ 部屋全体
の温度差が少なくなり､ 安定した噴かきを得る事が出来る o その結果､ 常制的に室内の空気を対流させる エ ア コ ン

や フ ア ン ト タ - で は得る事が出来ない ､

｢ お 日横の光を浴びて る様な優しく柔らかな包み込む様な暖かさ｣ と
云われ る所以 で 丸

4 . 杉や松や竹も燃やせ る

摘 庚を燃料として生活の 中で満車ざ 如 い た背から現在に至る迄､ 杉や松等の針葉樹は薪に は適きな い と云う話が
定説化して い るo 理由として ､ 熱効率が 熟 - 火持ちが悪い ･ ス スや煙が 如 噂 々云われて お り､ 薪 ス ト プユ ー

ザ ー ･ 薪ス ト プ版売店 ･ 薪ス ト - プ雑誌に至る造同様の事が云われ続けて来た｡
一重て において 厚手鋼板を使用して い る為､ 細 分を多く含んだ松や

,
火力が強い竹等燃やした際の高温燃焼にも充

分耐える辛が出来るo

吟 造愛説になって い た針葉樹の ｢ 熱効率や火持ちの悪さ→ に つ い てち, 近年､ 大学の研究室による実験デ ー タが

報 郎 枇 お り､ 広 軸 薪との対比で も同等かそれ以上の熱効率を持っ た燃料で ある事が夷証されて い る
o 更に ､

薪 の乾燥期間に関して ､ 針 軸 薪は広菓樹薪と比較して短期間(2 - 6 ヶ月) に て , 基準とされて い る含水率2 0 % を
切 る事が実証ざれた｡ 帽 州大学農学部小林准教授 ･ 倍州大学工学部名誉教授山下研究 劉



S . 安全 である

妄薪自体は ,
石油やガ ス に比べ発火しにくく燃焼速度も遅く､ 燃料の流出や爆発や急激な炎上も無く, 火自体も頑丈

な鉄の箱の中で燃えて いて , 燃えて い る薪が外に飛び出したり､
ス ト

- プ自体が倒れたりする心配も無い( 耐震実

験にて確認済み) o 外出時は空気を遮断するだけ自然に消火する o

ヰ
ー

定の数値以下の含水率の薪を燃やす前掛こて ､
ガス化燃焼とほぼ同等の燃焼シス テム により, 燃焼効率が高い為

排煙は燃焼開始時僅かに発生するの みo よ っ て ､
煙突内 へ の ス ス の流入の心配がなく煙道火災等の危険もない o

6 . 耐久性抜群

半金て に9 ミ,) 以上の 厚手鋼板を使っ た塾牢な作りで, 油潜を多く含んだ松等ガ ンガ ン焚い ても問題なく使えます｡

シ ン プルな作りで ､ 交換が必要な消耗部品が無いメ ン テ ナン ス フ1)
-

o
ス ト

ー ブ本体､
オ ー プン とも堅牢な溶接

による渡合を施し, 熟によるゆがみ や伸縮の心配が無く､ 高温燃焼も0 Ⅹ｡ 粘りがない為衝撃や熟の伸蘇に弱く

水がかか っ たり高温で強く焚くと, 謝れたり焼嘗切れたりして壊れると云う､ 鋳物製ス ト
ー ブの短所も解消｡

7 . 住宅地で の使用もO K

妄-基準値以下の乾燥薪使用を前掛こ､ ス ト
- プ本体の 燃焼シ ステ ムにより燃焼効率が高い 為､ 白煙は着火彼の

一 定

時間の み で､ 以後の排煙は無色透明微量で あるo よ っ て ､ 住宅密集地で の使用も事前に説明の 上設置可能｡

8 . 料理も楽しめる

妄ライ ン ナップはオ
ー ブン付きとオ ー ブン無しの2 タイ 7?o 両タイ プとも､ 広 い天板上での シチ ュ ー や豆等の煮込

料理はガスや電磁調理皐とはひ と味も二味も違 っ た出来映えになるo また､ ピザや鳥の丸焼き等も両タイプの

火室で , 慣れてくればプロ顔負けの 出来映えになるが ､
オ ー プ ン付きならも っ と簡単に出来, パ ン も焼ける｡

9 . 導入 コ ス ト(家計に優しV ))

斗現在流通して い る外国楽薪ス ト - プは ､ ス ト ー ブ本体や煙突 ､ 設置工事等合計で1 0 0 - 1 4 0 万かか る様ですo 私達

が開発 ･ 販売す る
M

夢ス ト ー ブ元樹
''

は
､
普及に弾みがつく事を目指し, スト - プ本体の他煙突や設置工事に至る

非営利活動の椿神に則り価格を設定きせ て演く為､ より高品質の もの を出来るだけ コ ス トを抑えて 対応致しますo

1 0 , ラ ン ニ ン グコ ス ト(家計に優しV ))

斗鋳物難薪スト
-

プ( 主に外国製) の様に ､ 定期的に交換必要なパ ー ツ は有りませ んo 基本的にメ ン テナ ン ス フ1) -

a

ま た､ 9
ミ
,) の厚手鋼板を使用して い る為､ 経年劣化の心配もなく ､

ホ ー ム セ ンタ ー 等で流通して い るダル マ型

ス ト - プや鋳物勲ス ト - プの様に寿命に困る貿替えの心配も有りません .

首主燃料が杉や松を主体とした針葉樹を利用する為､ 薪を購入する場合でも広葉樹薪に比べ3 割以上安く,
一

般家庭

にお ける平均的な灯油使用料との比較でも､ 大将な コ ス トダウ ンが図れま 1 D また ､ 自ら神速する意欲が有る人

は ､ 公園や道路の支障木 ､ ダムや川の流木等無料で提供して い る自治体が殆どで燃料コ ス トをゼ ロ にする革も可

である｡ 更に, 当会の様な森林関係の ボラ ン ティ ア団体の 活動に参加す る事で ､ 燃料調達だけでなく心身や精神の

健康も得られ､ 医療費の軽減も図れる｡

l l . その他

i-薪を燃焼した後に残る灰は､ 鍋やガラス掃除の磨き粉として , また､ 陶芸の粕薬や漬物の アク披き､ 色出しに.

更に ､ 畑の酸度矯正( 灰の アル カ1) 性分を利用) での 利用や､ か) 成分と多くの ミネラル を含んだ天然肥料になり,

全く捨て る処が有りません｡

一連赤外線に因る輯射熱( 放射熱) は､ 体を構成する分子の運動を活発にするo 因 っ て ､ 細胞の活動も活発化し､ 血行

が良くなり新陳代謝も活発になる o また､ 体内の 不要物を排除する､ クリ ー ン ア ッ プ作用も有るo

, よく
,
ス ト - プに限らず炎を見て い ると､ リラ ックス 出来､ 癒され穏やか になり.､ 人 との距離も轟ま る等

々云われ

て い るが､ 幾 つ かの実厳酷果か らも同様な結果が得られ ､ 人が自然とス ト
- プの傍に集まる所以と推沸 され る o

(
^

L

･
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